
　

茅
ケ
崎
駅
北
口
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
茅
ヶ
崎
店
が
来
年
１
月
５
日
に
閉
店

す
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
１
９
７
９

年
10
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
45

年
。
駅
北
口
の
商
業
を
支
え
て
き
た
地

域
の
顔
の
幕
引
き
で
す
。

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
茅
ヶ
崎
店
は
、

も
と
も
と
醤
油
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た

（
株
）
カ
ギ
サ
ン
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
目
指
し
建
設
し
た

カ
ギ
サ
ン
ビ
ル
の
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
開
業
し
た
も
の
で
す
。
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
閉
店
後
の
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
を
運
営
す
る
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

中
期
経
営
計
画
の
一
環
で
、
全
国
の
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
店
舗
の
う
ち
33
店
舗

の
閉
鎖
を
発
表
し
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
藤
沢
店
も
１
月
13
日
に
閉
店
と
な
り

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
閉
店
に

　

２
０
２
４
年
９
月
21
日
（
土
）
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
出
川
の
彼
岸
花
の
見

頃
は
、
例
年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬

で
す
が
、
今
年
は
９
月
に
な
っ
て
も
猛

暑
が
残
り
、
残
念
な
が
ら
当
日
に
は
満

開
の
彼
岸
花
に
は
ほ

ど
遠
い
、
蕾
の
状
態

で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
予
定
通
り
各

種
イ
ベ
ン
ト
は
行
わ

れ
ま
し
た
。

「み
ん
な
の
声
」

♫
歌
は
と
も
だ
ち

　

歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
と

言
わ
れ
ま
す
。
失
意
の
人
に
歌
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
モ
ジ
モ
ジ
し
ま
す
。
体

が
歌
い
た
い
と
い
う
サ
イ
ン
な
ん
で
す

ね
。
そ
ん
な
時
は
ど
う
ぞ
遠
慮
せ
ず
に

お
歌
い
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ク
を
持
つ
と

手
が
ピ
ク
ピ
ク
し
ま
す
。
「
ほ
ら
、
歌

い
な
さ
い
な
、
マ
イ
ク
が
待
っ
て
い
ま

す
よ
。
」

　

さ
あ
、
ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

香
川
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
が
香
川
自
治
会

館
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

香
川
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
（
代
表
・
秋

山
不
二
雄
）
メ
ン
バ
ー
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
は
広
く
て
演
歌
あ
り
、
流
行
歌
あ
り
、

童
謡
あ
り
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
あ
り
、
戦
時

歌
謡
曲
あ
り
と
、
と
に
か
く
い
ろ
ん
な

歌
が
飛
び
出
し
ま

す
。

　

歌
は
人
を
元
気

に
す
る
ん
で
す
。

何
十
年
も
歌
い
込

ん
だ
声
に
は
張
り

が
あ
り
、
つ
や
が

あ
る
メ
ン
バ
ー
の

十
八
番
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

銀
座
の
恋
の
物
語
、
銀
座
カ
ン
カ
ン

娘
、
誰
か
故
郷
を
思
わ
ざ
る
、
み
か
ん

の
花
咲
く
丘
、
森
の
水
車
、
お
山
の
杉

の
子
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
青
い
山

脈
、
港
が
見
え
る
丘
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ヨ
コ
ハ
マ
、
侍
ニ
ッ
ポ
ン
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
音
頭
等
々
。
お
ど
ろ
か
れ
た

で
し
ょ
？

　

あ
な
た
の
十
八
番
は
リ
ス
ト
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
音
楽
は
世
界
の
共
通
語
で

す
。
歌
は
元
気
を
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
上
忠
義
）

小
出
川
彼
岸
花
ま
つ
り

第
17
回

ま
す
。

　

な
お
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
、
8
月
に
カ
ナ
ダ
の
コ
ン

ビ
ニ
大
手
、
ア
リ
マ
ン
タ
シ
ォ
ン
・
ク

シ
ュ
タ
ー
ル
か
ら
買
収
提
案
を
受
け
た

と
発
表
し
ま
し
た
。
一
方
、
8
月
の
時

点
で
は
、
提
案
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う

か
や
、
カ
ナ
ダ
の
企
業
と
議
論
を
始
め

る
か
な
ど
は
、
決
定
し
て
い
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
13
日
（
金
）
に
、
茅
ヶ
崎
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
が
円
蔵
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
開
催
さ
れ
、
結
果
は
見
事
香
川
第
５

寿
会
（
B
）
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

準
優
勝
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
茅
の
実
会

（
A
）
チ
ー
ム
、
第
３
位
は
室
田
Ｇ
Ｇ
Ｃ

チ
ー
ム
で
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
114
名
、
計
19

チ
ー
ム
で
ス
コ
ア
を
競
い
、
真
夏
の
よ

う
な
暑
さ
に
負
け
ず
、
各
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

香
川
寿
ク
ラ
ブ
大
活
躍

優勝優勝
お
詫
び
と
訂
正

　

大
岡
越
前
守
忠
相
公
の
墓
所
は
香
川

で
な
く
、
堤
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
、
湘
北
地

区
自
治
会
連
合
会
協
賛
の
赤
い
羽
根
共

同
募
金
活
動
が
、
10
月
16
日
（
水)

マ

ル
エ
ツ
茅
ヶ
崎
店
の
店
頭
で
行
わ
れ
、

香
川
自
治
会
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

募
金
総
額
は
、30,265 

円
で
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
の
共
同
募
金
運

動
の
全
国
共
通
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
り

を
た
や
さ
な
い
社
会
作
り
」
と
な
っ
て

い
て
、
「
赤
い
羽
根
募
金
」
と
「
歳
末

助
け
合
い
募
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

香
川
自
治
会

で
は
両
募
金
へ

の
対
応
と
し
て
、

会
員
の
皆
様
に

納
め
て
頂
き
ま

し
た
自
治
会
費

か
ら
予
算
計
上

し
、
自
治
会
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
括
し
て
納
入

し
て
い
ま
す
。

マ
ル
エ
ツ
店
頭
で
募
金
活
動

令
和
六
年
度

　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
ー
の
定
番
の
色
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

赤
色
、
白
色
、
緑
色
の
３
色
で
す
。

こ
の
３
つ
の
色
に
は
、
一
般
的
に
は
、

赤
色
＝
情
熱
、
行
動
力
、
絆

白
色
＝
純
粋
、
無
（
シ
ン
プ
ル
）

緑
色
＝
若
さ
、
自
然
、
未
熟
（
成
長
と

期
待
）
と
色
の

意
味
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
以

外
に
、
最
近
で

は
金
と
銀
も
使

わ
れ
ま
す
。

クリスマス
カラー

赤

白

緑

意味

深い愛

純潔

永遠の命

意味の由来・起源

キリストが流した血

平和な時代の始まり

モミの木の生命力

ト
リ
ビ
ア
・
豆
知
識
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冬
銀
河
客
を
迎
え
る
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怜

継
ぎ
足
し
の
豆
腐
は
木
綿
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
游
々
子

歳
月
の
遠
の
く
音
か
木
の
葉
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒼
草

背
叩
く
は
風
の
音
か
や
後
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
合
子

無
花
果
や
絵
に
描
き
て
か
ら
コ
ン
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
代

絹
雲
の
広
ご
る
空
や
神
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遥
香

冬
ざ
れ
や
煉
瓦
倉
庫
の
番
外
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら

店
長
の
大
声
響
く
大
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

置
き
去
ら
れ
虫
の
声
さ
え
愛
お
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆

雑
踏
や
人
の
流
れ
に
師
走
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
介

◆
俳
句
は
五
・
七
・
五
の
言
葉
の
中
に

季
語
（
季
節
感
）
の
あ
る
詩
で
す
　
　

◆
投
句
は
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
左
記

へ
ど
う
ぞ

あ
す
香
会
　
投
句
あ
て
先

　
細
貝
介
司
　
〒
２
５
３-

０
０
８
２

　
　
　
茅
ヶ
崎
市
香
川
４-

49-

5
　

　
　
　
Tel
＆
Fax(

85)

５
８
２
２

　
郵
便
ま
た
は
Fax(

留
守
録)

で
受
付

次
号
　
二
月
号
の
俳
句
〆
切
は
十
二
月
十

日
ま
で 

当
季
雑
詠
一
切

訃
報(

令
和
６
年
11
月
1
日
現
在
）

鎮
野　

正
巳
様　

88
歳　
　

９
月
27
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
１
組

浅
見　

雄
一
様　

53
歳　
　

10
月
6
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

56
・
５
組

田
口　

政
雄
様　

84
歳　
　

10
月
8
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

18
・
２
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
国
指

定
を
受
け
た
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
。
南

関
東
最
大
級
の
重
層
構
造
を
持
つ
下
寺

尾
遺
跡
の
価
値
と
魅
力
を
発
信
し
、
先

人
の
想
い
を
後
世
に
繋
ぐ
た
め
、
学
校
、

地
域
住
民
、
関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ

て
第
四
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　

10
月
27
日
（
日
）
10
時
～

メ
イ
ン
会
場　

下
寺
尾
七
堂
伽
藍
跡

主
催　

下
寺
尾
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

　
　
　

下
寺
尾
遺
跡
部
会

下
寺
尾
遺
跡
文
化
祭

第
四
回


